
運用者に光を！AIとどう向き合うか
運用現場のリアルを共有する、国内最大級のクラウドオペレーションイベント

2026 年7月中旬（オンデマンド配信開始）～  9月11日（金） (クロージングイベント）         

https://cloudopsdays.com

https://cloudopsdays.com/


システムのライフタイムの大部分は「構築」ではなく
「運用」が占める

属人化・人材不足・ AI対応  - 現場の負担が拡大する
 一方、正当な評価を受けにくい

ノウハウをオープンにし、運用技術者が共に成長し、
 光を浴びるステージを創る

エンタープライズ ITの「運用現場」を主役に



◼ クラウド運用現場の課題、泥臭
いノウハウ、失敗談（しくじ
り）こそが、エンジニアの資産
になる

◼ 成功体験だけでなく、日々の苦
労やトラブルシューティングの
「リアル」を共有する場所

◼ 運用技術の発展と、若手エンジ
ニアの育成に貢献

運営者に光を！



2026 年の挑戦： AIの深化と、運用者の「現実」

AIの実運用 成功と失敗 非AIの選択
あえて「だから AIを使っ
てない」という決断

使える部分・使えない部
分、 AIのしくじり先生

運用で「当たり前」にな
るAI活用。 AI自体の運用



ハイブリッド開催形式

2026年7月中旬～

50以上のセッション動画配信

2026年9月11日（金）

docomo R&D OPEN LAB ODAIBA

視聴者の人気と審査員による

クロージング登壇セッション選考

事前視聴による  「知識の共有」  と、対面による  「議論の深化」  を両立



開催実績

登録者 セッション 開催歴

1,000 名＋ 50＋ 2000 年以降
国内最大級クラウド

オペレーションイベント

例年の平均セッション数視聴登録者数ターゲット



参加者デモグラフィック

約6割の参加者が、製品・サービスの導入・選定に関与
自社インフラの技術選定、製品仕様を決定する高密度のコミュニティ



開催までのロードマップ

募集と選考

（ 3月-5月）

コンテンツ準備

視聴登録受付開始

配信開始

審査・登壇者選考

クロージングイベント
コンテンツ決定

クロージング

アワード表彰



8つの主要トラック



Call for Speakers （ CFS）
応募締切： 2026 年4月30日（一次締切）

輝け！クラウドオペレーターアワード 2026 選考対象

10 -20分の事前収録動画でエントリー
（動画提出は 6月下旬予定）

優秀なセッションは 9月のクロージング
イベント（ 15分枠）への登壇権を獲得

クラウド運用の「挑戦」や「成功・失敗
体験」を募集



クロージングイベント
開催日程：

2026 年9月11日（金）

会場：

docomo R&D OPEN LAB 
ODAIBA

構成内容：

基調講演、スポンサー講演、
パネルディスカッション、一
般講演（ CFSから採択）、 Ops 
Meetup 、アワード表彰、スポ
ンサー展示、懇親会



輝け！クラウドオペレーターアワード

カテゴリー
・ 最優秀オペレーター賞

・ 審査員特別賞

・ オーディエンス賞

・ 実行委員会特別賞

・ ヤングオペレーター賞

意義
・ 受賞者はクロージングイベン
トでの登壇と表彰式に参加

・ エンジニアとしての名誉と
キャリアアップ

オンデマンド配信の視聴者評価と審査員による選出されたセッションを表彰



主要ITメディアでの記事化

メディアを通じた認知拡大

クラウドインフラ運用技術者の祭典「 Cloud Operator Days Tokyo 2025 」
AIと運用技術の最前線を今年もレポート
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/event/2045339.html

クラウドインフラ運用技術者のための年次カンファレンス
「 Cloud Operator Days Tokyo 2025 」の見所を紹介

https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/news/2028759.html

クラウド運用者のイベント「 Cloud Operator Days Tokyo 2025 」
クロージングイベント開催、表彰式に 6組の受賞者が登壇
https://www.publickey1.jp/blog/25/cloud_operator_days_tokyo_20256pr.html

生成AIはネットワーク構築運用をどれだけ楽にするか？  Interop Tokyo での実験
が明かした現実と可能性。「 Cloud Operator Days Tokyo 2025 」基調講演ほか
https://www.publickey1.jp/blog/25/ai_interop_tokyocloud_operator_days_tokyo_2025pr.html

https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/event/2045339.html
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/news/2028759.html
https://www.publickey1.jp/blog/25/cloud_operator_days_tokyo_20256pr.html
https://www.publickey1.jp/blog/25/ai_interop_tokyocloud_operator_days_tokyo_2025pr.html


スポンサーシップの価値

ブランディング
1000 名以上のエンジニア層へのリーチ

リードジェネレーション
参加者データ・視聴データの提供

専門性×発信力×影響力
セッション登壇（オンライン＆リアル）

自社の技術力とカルチャーの発信



スポンサープラン 2026 年5月29日 一次締切

Diamond Platinum Gold Silver Lunch
金額

（税別） 150万円 80万円 30万円 15万円 40万円
募集
社数 2社限定 5社限定 限定せず 限定せず 1社限定

特典

・リード  全登録者データ
1,000 件想定

・オンデマンドセッション
1セッション 10－20分

・クロージングイベント
-キーノート講演枠 10分
-ランチセッション枠 30分
（お弁当付き）
-ブース展示
-CM動画投影1分

・ロゴ掲載

・リード  データ
100－200件想定

・オンデマンドセッション
1セッション 10－20分

・クロージングイベント
-講演セッション枠 15分
-ブース展示
-CM動画投影30秒

・ロゴ掲載

・リード  データ
100－200件想定

・オンデマンドセッション
1セッション 10－20分

・クロージングイベント
-パネル展示

・ロゴ掲載

・ロゴ掲載 ・クロージング
イベントにて

ランチセッショ
ン枠30分
（お弁当付き）

（ Gold スポン
サー以上に限
定）

※過去のCODTのスポンサー企業に上記の協賛金額に対して 10% の割引を提供します

※提供するリードデータ：氏名、勤務先メールアドレス、勤務先電話番号、勤務先所属部署、勤務先役職

※イベントサイト・制作物への協賛社ロゴ掲載は、協賛タイプ別・申込順での掲載とする



Cloud Operator Days 2026 実行委員会

業界をリードする企業のエンジニアが企画・運営

Cloud Operator Days Tokyo 2026 実行委員会

委員長: 長谷川 章博 (AXLBIT株式会社 代表取締役社長)

AXLBIT株式会社 New Relic 株式会社 株式会社ぐるなび

株式会社デンソー NTT株式会社 富士通株式会社 

株式会社LIFULL レッドハット株式会社  ENECHANGE 株式会社



ご応募・お申込み・お問い合わせ

Cloud Operator Days Tokyo 202 ６ 運営事務局 （株式会社イーサイド内）

codt2026 -office@e -side.co.jp

スポンサー申込
2026 年5月29日 （一次締切）

スピーカー応募（ CFS)
2026 年4月30日 （一次締切）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

